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１．はじめに 

 著者らは浚渫土のような軟弱土を活用する技術開発を目的に，セメントや石膏を混合し粒状材を製造する

高度安定処理 1)とジオシンセティックスの補強の併用技術について検討を行っている 2)．本文では，その有

効性を検証するために実施した室内試験の結果について報告する．  

 

２．実験の概要 

 実験の概要を図－１に示す．所定の方法で作製した安定処理土を

CBRモールドに高さが 8cmとなるように敷設し，水槽内で下側から

徐々に水浸させた．完全に飽和させた供試体に対して，まず鉛直応

力が 157kN/m2になるまで荷重増加率 1 の段階載荷で圧密試験を行

った．各段階おける載荷時間は 1時間とした．その後，0.01mm/min

の速度で変位制御による圧縮試験を行った．今回は，固化材として

セメントを用いた場合と，石膏と水硬性混和材を用いた場合につい

て実験を行った．また，補強材を敷設する場合は，供試体の中央の

高さに１層配置した．使用した補強材は，ジオシンセティックス（厚

さ 4mm，引張り強度 35kN/m）とスチールグリッド（厚さ 1.5mm，

目合い 3 X 3mm，引張り強度 240kN/m）の３種類である． 

 

３．実験結果と考察 

 セメントを固化材として用いた場合の圧密試験の結果を図－２に示す．セメント添加量の違いに関わらず，

スチールグリッド，無補強，ジオシンセティックスの順に圧縮性が大きくなることが明らかになった．スチ

ールグリッドが変形を促進した要因として，スチールグリッドが処理土の表面を磨耗させた可能性が考えら

れる．セメントを固化材として用いた場合の変位制御による圧縮試験の結果を図－３に示す．これらの図は

圧縮試験より得られる荷重－沈下曲線より初期の変形係数 Kと降伏荷重 qyを読み取り，それらと粒状処理す

る前の固化処理土の一軸圧縮強度 qu
*との関係で整理したものである．補強の種類に関わらず，qu

* が大きく

なると Kおよび qyはともに大きくなった．また，qu
*の大きさが同じ場合，ジオシンセティックス，無補強，

スチールグリッドの順に Kおよび qyは大きくなった．この結果から，ジオシンセティックスを用いることで，

高度安定処理土の剛性が大きくなり圧縮特性を改善できることがわかる．石膏と水硬性混和材を固化材とし

て用いた場合の圧密試験結果を図－４に，変位制御による圧縮試験の結果を図－５に示す．セメントを固化

材として用いた場合と同様の傾向がみられる．以上の結果より，固化材の種類に関わらずジオシンセティッ

クスを用いることで高度安定処理土の圧縮特性を改善することができる可能性があることが明らかとなった． 
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図－１ 実験の概要 

キーワード：併用，補強土，固化処理 

連絡先：〒239-8686 横須賀市走水 1-10-20 TEL: 046-841-3810 FAX: 046-844-5913 



0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

100 101 102 103
圧密圧力(kN/m2)

ひ
ず
み

(%
)

 無補強
 ジオシンセティックス
 スチールグリッド

(a)セメント 50(kg/m3)

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

100 101 102 103
圧密圧力(kN/m2)

ひ
ず
み

(%
)

 無補強
 ジオシンセティックス
 スチールグリッド

(b)セメント 100(kg/m 3)

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

100 101 102 103
圧密圧力(kN/m2)

ひ
ず
み

(%
)

 無補強
 ジオシンセティックス
 スチールグリッド

(c)セメント 150(kg/m 3)

 
図－２ 圧密試験の結果（セメントを用いた高度安定処理） 
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図－３ 載荷試験の結果（セメントを用いた高度安定処理） 
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図－４ 圧密試験の結果（石膏・水硬性混和材を用いた高度安定処理） 
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図－５ 載荷試験の結果（石膏・水硬性混和材を用いた高度安定処理） 


